サルの糞に含まれるヤマモモの種子の遺伝的多様性 by 寺川 眞理 et al.
屋 久 島
サ ル の 糞 に 含 ま れ る ヤ マ モ モ の 種 子 の 遺 伝 的 多 様 性
寺 川 轟 理 ・ 井 鷺 裕 司 (広 島 大 学 ) ・ 松 井 淳 (奈 良 教 育 大 学 ) ・
湯 本 貴 和 (総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 )
種 子 散 布 過 程 は 、 固 着 生 活 を 送 る 植 物 が 新 た な 生 息 地 へ の 移 住 を 行 い 、 集 団 間 で 遺 伝 子 を
移 動 ( 遺 伝 子 流 動 ) す る 重 要 な 生 活 史 段 階 で あ る 。 動 物 に よ っ て 種 子 が 運 ば れ る 植 物 で は 、
報 酬 と し て 栄 養 価 の 高 い 果 肉 を 発 達 さ せ て お り 、 も と も と 敵 対 関 係 に あ っ た 捕 食 者 に 報 酬
を 与 え る こ と で 相 利 共 生 関 係 へ 進 化 し た も の と 考 え ら れ る 。 こ れ ら は 進 化 学 的 に 興 味 深 い
だ け で な く 、 森 林 生 態 系 の 遺 伝 構 造 や 更 新 過 程 の 解 明 に 重 要 な 基 礎 研 究 で も あ り 、 生 物 多
様 性 に よ る 生 態 系 の 維 持 機 構 の l っ と し て 興 味 深 い 。
屋 久 島 で は ヤ ク シ マ ザ ノ レ (Mα caca ル scata yakui) が 多 く の 果 実 を 食 べ て 種 子 を 運 ぶ
こ と が 知 ら れ て い る 。 多 く の 霊 長 類 に よ る 種 子 散 布 は 1 ) 大 量 の 種 子 を 健 全 な ま ま 散 布 で
き る 、 2) 発 芽 に 適 し た ギ ャ ッ プ ( 明 る い 場 所 ) に 種 子 が 移 動 で き る 確 率 が 高 く な る 、 と い
う 2 点 か ら 、 植 物 の 更 新 過 程 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た す と 考 え ら れ る 。 霊 長 類 は 人 付 け
に よ り 直 接 観 察 が 可 能 で あ り 、 こ れ で ま で の 種 子 散 布 の 研 究 で は 腸 内 滞 留 時 間 ( 飼 育 下 の
サ ル に 果 実 を 食 べ さ せ 、 種 子 が 腸 を 通 過 す る 時 間 を 求 め る ) を 遡 っ た 時 間 帯 に 採 食 し た 果
樹 の う ち 、 最 も 散 布 距 離 が 短 い も の を 母 樹 と 推 定 し て い た 。 し か し な が ら 、 こ れ ら は 、 採
食 し た も の が 腸 内 で 混 ざ る こ と は な く 規 則 正 し く 糞 の 中 に 出 る と い う 仮 定 の 下 に 成 立 し て
い る 。 一 日 の 採 食 回 数 が 多 い 主 要 な エ サ 資 源 、 で は 、 l つ の 糞 の 中 に 同 じ 母 樹 の 種 子 ば か り
が 含 ま れ て い る と は 限 ら な い 。 l つ の 糞 の 中 に 含 ま れ る 種 子 の 母 親 数 を 調 べ る こ と は 、 上
記 の よ う な 推 定 法 で 種 子 の 移 動 距 離 を 示 す こ と が 可 能 か 否 か を 明 ら か に で き る だ け で な く 、
一 つ の 糞 が 散 布 さ れ る こ と に よ り そ の 植 物 の 局 所 集 団 に 移 住 す る 遺 伝 子 に ど れ ほ ど 多 様 性
が あ る の か を 明 ら か に で き 、 植 物 の 集 団 間 の 遺 伝 子 流 動 に サ ル に よ る 種 子 散 布 が も た ら す
効 果 を 評 価 で き る 。
そ こ で 、 本 研 究 で は サ ル の 糞 に よ り 種 子 散 布 さ れ た ヤ マ モ モ ( 幼 lrica rubra) の
種 子 を 対 象 に 、 2 0 0 4 年 に 開 発 し た マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト マ ー カ ー ( マ ー カ ー の 詳 細 は
Molecular Ecology Notes に 投 稿 中 ) を 用 い て 、 遺 伝 解 析 を 行 っ た 。 ヤ マ モ モ は 、 ヤ ク シ マ
ザ ル の 初 夏 の 主 要 な エ サ 資 源 で 、 あ り 、 サ ル の 群 れ を 追 跡 す れ ば 種 子 が 多 く 詰 ま っ た 糞 を 回
収 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 種 子 が 母 樹 由 来 の 組 織 で あ る 木 質 の 内 果 皮 に 覆 わ れ て お
り 、 内 果 皮 の 遺 伝 子 型 は 母 樹 の 遺 伝 子 型 と 一 致 す る た め 、 ク ロ ー ン 解 析 に よ り 母 樹 を 特 定
で き る と し 、 う 特 徴 を 持 つ 。
2 0 0 5 年 の 5 月 2 5 日 か ら 6 月 2 7 日 の 約 1 ヶ 月 間 、 サ ル の 群 れ を 追 跡 し 、 散 布 さ れ
た 種 子 を 回 収 し た 。 大 豊 作 の 2 0 0 3 年 に 観 察 さ れ た 頬 袋 散 布 に よ り ヤ マ モ モ が 散 布 さ れ る こ
と は ほ と ん ど 観 察 さ れ ず 、 今 年 の 頬 袋 散 布 は 主 に タ ブ ノ キ の 種 子 で 、 あ っ た 。 今 年 採 集 し た
散 布 種 子 の サ ン フ 。ル は ほ ぼ 糞 に よ る も の で あ っ た 。 調 査 期 間 を 4 つ に 区 分 し て 、 ひ と つ あ
た り の 糞 に 含 ま れ て い た 種 子 数 を 比 較 す る と 、 5 月 3 0 日 か ら 6 月 10 日 に か け て 2 0 個 以 上
の 種 子 を 含 む 糞 の 数 が 増 加 し て お り 、 こ の 期 間 が ヤ マ モ モ の 種 子 散 布 の ピ ー ク の 時 期 と 考
え ら れ る 。 各 糞 か ら 、 最 大 2 0 個 の 種 子 を ラ ン ダ ム に 選 び 、 内 果 皮 の D N A を 抽 出 し て 遺 伝
子 型 を 決 定 し た 。 ヌ ル ア リ ル に よ る 母 親 数 の 過 大 評 価 を 避 け る た め 、 他 の 種 子 と 異 な る ヘ
テ ロ の 対 立 遺 伝 子 セ ッ ト を も っ 遺 伝 子 座 を 有 す る 種 子 を 別 の 母 親 由 来 と し た 。 解 析 の 結 果 、
l つ の 糞 に 含 ま れ る 種 子 の 母 親 の 数 は 複 数 に わ た る こ と が 明 ら か に な っ た 。 本 会 議 で は こ
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の内容について詳しく紹介する。
今後は、サルにより採食したのが観察されたヤマモモのメス樹を母樹候補として、
遺伝子型を決定し、糞内に含まれていた種子の母樹を推定し、種子の移動の方向と距離を
明らかにすることを予定している。これにより、サルによる種子散布の詳細をより詳しく
解明できると考えている。
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